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１．はじめに 

 平成２６年度より、特別対策自主事業（基金事業）の一環として、日本のタン

ナーが生産した天然皮革をもとにして、日本国内の製品メーカーが製作した PR

用の革製品（※以下、景品という）を、日本タンナーズ協会（以下、当協会）の

イベントだけでなく日本国内の日本産の革を扱う皮革産地組合のイベントにも

提供することができる事業活動をスタートした。 

担当委員会では、一人でも多くの人たちに日本産の革の良さ、日本で革を生産

するタンナーがいること、さらには日本タンナーズ協会を少しでも身近に感じ

て頂けることを目指している。関係者の皆様には引き続き、当委員会活動へのご

理解・ご協力をお願いしたい。 

 

次章より、令和２年度活動内容を取りまとめ報告する。 
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２．令和２年度活動報告 

（１）委員会活動報告 

 ① 令和２年８月２７日 

 昨年度の担当委員会であった景品製作委員会（※令和２年度より、プロモーション 

委員会 景品調達及び管理部門と名称変更。以下、当委員会）の決定を引継ぎ製作した 

「革製持ち手カバー」２５，０００個の活用方法等について検討を行った。事前調査を 

行ったところ、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、各支部・団体ともに配布 

を予定していたイベントが相次いで中止や縮小となったため、昨年度製作した景品が 

相当数活用出来ていないことが報告された。活用状況を鑑み今年度に製作した景品に 

ついては、各支部・団体に配布を行わず、昨年度配布した景品を優先して活用してもら 

い、引き続きルールを遵守しながら効果的な配布に努めるよう注意喚起を行いながら 

管理を徹底していくことにした。また、事務局で保管していた景品については、若い世 

代へ広くＰＲすることを目的に皮革に関連する学校へ配布することを決定し、所属委 

員で調整を進めることになった。さらに、次年度計画についても検討を行い、「これま 

で４～５年続けてきたが、立ち止まって考え直すべきではないか」、「革の良さを伝え 

るには、高付加価値のあるものを製作し、ＳＮＳによる応募抽選にすれば効果が高めら 

れるのではないか」という意見があった。各支部・団体の配布状況を１２月に調査し、 

その状況をもとに、次回の委員会で再度検討することとなった。 

 

  ② 令和３年３月１日 

次年度の活動についての検討を行い、１２月の各支部・団体の活用状況の調査の結果 

から令和３年度は今年度調達した製作物を活用することとし、無償配布可能な景品は 

製作しないことを決定した。前回の委員会で話題に上がった「高付加価値のあるものを 

製作しＳＮＳによる応募抽選にすること」に関しては、事前に関係省庁と協議を重ねた 

ところ、基金事業として実施するにはそぐわないという判断に至った。再度検討の結果、 

次年度については近年関心事の高まっているレザークラフト動画を制作して当協会の 

YouTube チャンネルにて配信することを計画し、制作・配信にあたっては、公募によ 

る委託事業として行うこととした。このことに伴い、様々なＰＲイベントのサポートが 

出来る活動内容が読み取れるような委員会部門名称に変更した方が良いとの意見が上 

がり、プロモーション委員会 サポートツール製作及び管理部門に変更することを決定 

し、次年度計画案とともに理事会へ提示することとした。 
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（ JAPAN LEATHER PRIDE ロゴマーク ） 

（２）製作報告 

◇  製作物：革製持ち手カバー 

製作数：２５，０００個 

仕 様：（サイズ）縦１１０㎜×横１００㎜ 

        （厚 さ）１．３㎜±０．２㎜ 

   

  当協会の JLP 委員会にて日本産の革をＰＲするためのマークとして推進している 

“JAPAN LEATHER PRIDE”ロゴマーク（※上図参照）を活用し焼印を入れ製作。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ◇ 同封チラシ 

当協会が事業活動として行っている「日本革市」や“JAPAN LEATHER PRIDE”タグ、 

 天然皮革の魅力発信 Web サイト「革きゅん」の紹介と QR コードを掲載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 表面 】 【 内面 】 
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（３）活用報告（※配布実績は、各支部・団体からの活動実績の報告書に基づき記載） 

 ※配布景品は、配布を予定していたイベントが新型コロナウイルス感染症拡大の影響により

中止や縮小になったため、各支部・団体が保管していた前年度の景品の配布を行った。 

 

 松原支部（兵庫県・たつの市）   配布数：５００個 

 〇 工場見学 〈上田安子服飾専門学校等１０件〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※主な中止イベント：たつの市立総合隣保館まつり等 

 

 誉田支部・沢田支部・川西支部（兵庫県・たつの市）  配布数：５２０個 

 〇 国際フロンティア産業メッセ２０２０、工場見学（小宅小学校等２件） 

 

 

 

 

 

 

※主な中止イベント：革♡恋マルシェ、たつの市皮革まつり等 

 

 御着支部（兵庫県・姫路市）   配布数：３００個 

 〇 姫路市人権啓発展、姫路市四郷学院（地域の働く人に学ぶ会）講習 

 

 

 

 

 

 

※主な中止イベント：革♡恋マルシェ、姫路城皮革フェスティバル等 
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 高木支部（兵庫県・姫路市）   配布数：３５０個 

〇 ジャパンクリエーション２０２１、工場見学 

 

 

 

 

 

 

※主な中止イベント：革♡恋マルシェ、姫路城皮革フェスティバル、姫路城マラソン等 

 

 和歌山支部（和歌山県・和歌山市）   配布数：１，０００個 

〇 文化服飾学院 ファッション工芸専門課程 

 

 

 

 

 

 

※主な中止イベント：和歌山商工まつり、和歌山レザーフェスティバル等 

 

 関東支部（東京都、埼玉県、長野県、栃木県）   配布数：４，５２０個 

〇 埼玉フェア、すみだの歳時、ジャパンクリエーション２０２１、Montage Express、 

学校等でのレザー講習会（草加市立新田小学校等８件）等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※主な中止・縮小イベント：草加レザーフェスタ夏・冬、草加宿場まつり、草加商工会ま 

つり、彩の国ビジネスアリーナ、東京ナショナルギフトショ 

ー 等 
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 兵庫県皮革産業協同組合連合会   配布数：３００個 

 〇 コミセン小宅・赤とんぼプラザ１０周年記念 

 

 

 

 

 

 

※ 主な中止イベント：ひょうご皮革総合フェア、姫路城皮革フェスティバル 等 

 

 一般社団法人 日本タンナーズ協会  配布数：２，４２０個 

〇 兵庫県立龍野北高等学校、上田安子服飾専門学校、神戸医療福祉専門学校 

 

 

 

 

 

※ 主な中止イベント：東京レザーフェア 

 

〇 日本革市 

令和２年度日本革市における配布実績（※配布物は前年度支給分） 

開催百貨店 開催日 配布数 

高松三越（香川県） 令和 2 年  8 月 25 日 ～  8 月 30 日 340 

池袋東武（東京都） 令和２年  9 月 24 日 ～  9 月 29 日 331 

静岡伊勢丹（静岡県） 令和２年  9 月 30 日 ～ 10 月  5 日 334 

新潟伊勢丹（新潟県） 令和２年 10 月  7 日 ～ 10 月 15 日 541 

小倉井筒屋（福岡県） 令和２年 11 月 11 日 ～ 10 月 17 日 444 

そごう横浜店（神奈川県） 令和２年 11 月 25 日 ～ 11 月 30 日 408 

福屋広島駅前店（広島県） 令和 3 年  2 月 18 日 ～  2 月 23 日 475 

合  計 2,873 

日本革市では、開催期間中アンケートにご協力いただいた来場者を対象に配布を実施。 

※ 中止した日本革市：トキハ百貨店、うすい百貨店、エキュート東京 
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